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はじめに 

Google カレンダー連携機能の利用に伴う前提条件および設定概要・手順を記載します。 

 

変更履歴 

 

日付 担当者 版数 変更内容 

2023/6/29 MITERAS 仕事可視化サポート 1.0 初版 

2024/4/8 MITERAS 仕事可視化サポート 1.1 Google Workspace 、 Google 

Cloud platform の画面デザイ

ン変更に伴い、参考がスクリ

ーンショットを更新 
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前提条件 

Google カレンダー連携の利用時の前提条件を記載します。 

 

✓ ジョブレポートまたはスタンダードプランをご契約していること 

✓ Google Workspace のカレンダー機能を利用していること 

✓ Google Workspace のカレンダー情報を取得に当たり、Google Workspace の 

カレンダー情報の読み取り権限を MITERAS 仕事可視化へ付与可能であること 

 

設定概要 

Google カレンダー連携の利用に伴う設定概要を記載します。 

 

① Google Cloud Platform にて新規プロジェクトを登録します。 

② Google Calendar API 利用時に使用するサービスカウントを作成します。 

③ API 利用時のサービスアカウントの認証用の鍵ファイルを作成します。 

④ Google Calendar API を有効化します。 

⑤ サービスアカウントから Google Workspace へのカレンダー情報のアクセス権限の

付与をします。 
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設定手順 

Google カレンダー連携に伴い、Google Cloud Platform・Google Workspace にて以下手

順を実施します。 

 

プロジェクトの新規作成 

Google Workspace に登録されている Google カレンダー情報を参照するためには、

Google Cloud Platform で Google Calendar API を利用するためのプロジェクト新たに作

成する必要があります。以下にプロジェクトの新規作成手順を記載します。 

 

① 「Google Cloud Platform」画面上部より「リソースを選択」画面を開きます。 

 

 

 

② 「リソースを選択」画面にて「新しいプロジェクト」をクリックします。 
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③ 「新しいプロジェクト」画面にて「プロジェクト名」に任意のプロジェクト名を入

力し、「作成」をクリックし、プロジェクト作成完了のメッセージが表示されるこ

とを確認します。 
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サービスカウントの新規作成 

プロジェクトに設定する Google Calendar API は、専用のアカウント（以降サービスアカ

ウント）でプロジェクトにアクセスし Google Calendar API を実行します。以下にサービ

スアカウントの新規作成手順を記載します。 

 

① 「Google Cloud Platform」画面上部より「リソースを選択」画面を開きます。 

新規プロジェクト作成で作成したプロジェクトを選択し「開く」をクリックしま

す。 

 

 

 

② 「Google Cloud Platform」画面にて「API とサービス」メニューより「認証情報」

をクリックします。 
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③ 「認証情報」画面にて「+証明情報を作成」をクリックします。 

 

 

 

④ 「認証情報」画面にて「サービスアカウント」をクリックします。 
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⑤ 「サービスアカウントの詳細」画面にて以下を入力し「作成して実行」をクリック

します。 

 

➢ サービスアカウント名：任意のアカウント名（表示名） 

➢ サービスアカウント ID：任意のアカウント名 

➢ サービスアカウントの説明：サービスアカウントの説明 

 

 

 

 

⑥ 「完了」をクリックします。 

 

 

 

※「サービスアカウント作成」画面の②・③については個別設定が必要な場合は設定下さ

い。MITERAS 仕事可視化を利用する上で必須設定ではありません。 

参考 URL：https://cloud.google.com/iam/docs/manage-access-service-

accounts?hl=ja&_ga=2.69814672.-1647685118.1677671480 

https://cloud.google.com/iam/docs/manage-access-service-accounts?hl=ja&_ga=2.69814672.-1647685118.1677671480
https://cloud.google.com/iam/docs/manage-access-service-accounts?hl=ja&_ga=2.69814672.-1647685118.1677671480
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⑦ 「認証情報」画面にてサービスアカウントが作成されていることを確認します。 
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サービスアカウントキーの新規作成 

サービスアカウントがプロジェクトにアクセスし Google Calendar API を実行する際に

認証が行われます。認証には専用の鍵ファイル（以降サービスアカウントキー）が必要

になります。以下にサービスアカウントキーの新規作成手順を記載します。 

 

① 「認証情報」画面よりサービスカウントの新規作成で作成したサービスアカウント

を選択します。 

 

 

 

② 選択したサービスアカウントの画面にてタブ「キー」を選択し「鍵を追加」をクリ

ックします。 
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③ 「新しい鍵を作成」をクリックします。 

 

 

 

④ 秘密鍵の作成画面の「キーのタイプ」で以下を選択し「作成」をクリックします。 

「秘密鍵がパソコンに保存されました」とメッセージが表示されたら「閉じる」を

クリックします。保存された JSON ファイルは大切に保管して下さい。 

 

➢ キーのタイプ：JSON 

 

 

 

 

※保存された JSON ファイルは MITERAS 仕事可視化サポートまでご連携下さい。 

 MITERAS 仕事可視化よりカレンダー情報を取得する際に利用します。 
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⑤ サービスカウントの新規作成で作成したサービスアカウントの画面にて「詳細」を

クリックし、「一意の ID」を確認します。この「一意の ID」はカレンダー情報への

アクセス権限付与の手順で利用します。 
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Google Calendar API の有効化 

Google Workspace から Google カレンダー情報を取得するためには、作成したプロジ

ェクト上で Google Calendar API を有効化する必要があります。以下に Google 

Calendar API の有効化手順を記載します。 

 

① 「Google Cloud Platform」画面上部より「リソースを選択」画面を開きます。 

新規プロジェクト作成で作成したプロジェクトを選択し「開く」をクリックしま

す。 

 

 

 

② 「Google Cloud Platform」画面にて「API とサービス」メニューより「ライブラ

リ」をクリックします。 
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③ 「API ライブラリへようこそ」画面の検索ボックスにて「Google Calendar」と入

力します 

 

 

 

④ 「Google Calendar API」が検索結果に表示されたらクリックします。 
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⑤ 「Google Calendar API」画面にて「有効にする」をクリックし、「API が有効で

す」というメッセージが表示されることを確認します。 

 

 

 

  



16 

 

カレンダー情報へのアクセス権限付与 

Google Workspace に登録されているカレンダー情報を、Google Cloud Platform で作成

したサービスアカウントから参照するためにアクセス権限付与を行う必要があります。

以下にスケジュール情報への API アクセス許可設定手順を記載します。 

 

① 「Google Workspace」の画面にて「セキュリティ」→「アクセスとデータ管理」

→「API の制御」をクリックします。「API の制御」画面にて「ドメイン全体の委任

を管理」をクリックします。 
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② 「新しいクライアント ID を追加」画面が表示されるので以下を入力し「承認」を

クリックします。 

 

➢ クライアント ID：サービスアカウントキーの新規作成の手順で確認した「一意の ID」

を入力します。 

➢ OAuth スコープ（カンマ区切り）：以下の２つの URL を入力します。 

⚫ https://www.googleapis.com/auth/calendar.events.readonly 

⚫ https://www.googleapis.com/auth/calendar.readonly 

 

 

 

③ 「ドメイン全体の委任」画面で設定した権限が登録されていることを確認します。 
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設定削除手順 

Google カレンダー連携利用停止する場合に Google Cloud Platform・Google Workspace

の以下削除を実施します。 

 

Google Workspace のカレンダー連携設定削除 

Google カレンダー連携利用停止に伴いカレンダー情報へのアクセス権限付与で付与した権

限を削除する必要があります。以下に権限付与設定の削除手順を記載します。 

 

① 「Google Workspace」の画面にて「セキュリティ」→「アクセスデータの管理」→「API

の制御」をクリックします。「API の制御」画面にて「ドメイン全体の委任を管理」を

クリックします。 
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② 「ドメイン委任の管理」画面にて削除対象の「クライアント ID」を確認し「削除」を

クリックします。 
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③ 削除確認画面が表示される「削除」をクリックします。削除後に「ドメイン委任の管理」

画面にて削除対象の「クライアント ID」が表示されていないことを確認します。 
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Google Cloud Platform のカレンダー連携設定削除 

Google カレンダー連携利用停止に伴いサービスカウントの新規作成、プロジェクトの新規

作成で作成したサービスアカウント・プロジェクトを削除する必要があります。 

以下にサービスアカウント・プロジェクトの削除手順を記載します。 

 

サービスアカウント削除 

① 「Google Cloud Platform」画面上部より「リソースを選択」画面を開きます。 

プロジェクトの新規作成で作成したプロジェクトを選択し「開く」をクリックしま

す。 

 

 

 

② 「Google Cloud Platform」画面にて「API とサービス」メニューより「認証情報」

をクリックします。 
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③ 削除対象の「サービスアカウント」を確認し「 」をクリックします。 

 

 

 

④ 「認証情報の削除」画面が表示されたら「削除」をクリックします。 

削除後に削除対象のサービスアカウントが削除されていることを確認します。 
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プロジェクト削除 

① 「Google Cloud Platform」画面上部より「リソースを選択」画面を開きます。 

新規プロジェクト作成で作成したプロジェクトを選択し「開く」をクリックしま

す。 

 

 

 

② 「Google Cloud Platform」画面にて「IAM と管理」をクリックします。 
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③ 「Google Cloud Platform」画面にて「リソースを管理」をクリックします。 

 

 

 

④ 「リソースの管理」画面にて削除対象のプロジェクトを選択し「︙」をクリックします。 

メニューに「削除」が表示されるのでクリックします。 
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⑤ プロジェクトのシャットダウン画面が表示されるので、削除対象の「プロジェクト ID」

を入力し「このままシャットダウン」をクリックします。 

「プロジェクトは削除保留中です」画面が表示されたら「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

⑥ 「リソースの管理」画面に削除対象プロジェクトが存在しないことを確認し

ます。 

 

 

 

-EOF- 


	はじめに
	変更履歴
	目次
	前提条件
	設定概要
	設定手順
	プロジェクトの新規作成
	サービスカウントの新規作成
	サービスアカウントキーの新規作成
	Google Calendar APIの有効化
	カレンダー情報へのアクセス権限付与

	設定削除手順
	Google Workspaceのカレンダー連携設定削除
	Google Cloud Platformのカレンダー連携設定削除
	サービスアカウント削除
	プロジェクト削除



